
2018年、日比谷へ本社を戻すことを決めた旭化成株式会社では、「日比谷移転プロ
ジェクト」と題し、中期計画のキーワードであるConnectを念頭に置いた働き方改革へ
の取り組みを開始。多角的な事業展開により育まれた多様な人材のつながりを強化し、
今一度総合力を発揮していこうというのがその狙いでした。総務部長の寺田氏が語り
ます。「日比谷は、当社がかつて50年以上にわたって本社を置いていた特別な場所。
その地に戻るからには、変えられるものは一気に変えて、新しくスタートを切りたいという
ことで、一からオフィスをデザインし、つながりが生まれやすい環境を整備することにした
のです。多角化は当社の強みであることには違いないのですが、ともすると横の連携が
生まれにくく、さらなる会社の成長を考える上で大きな課題となっていました。これまでは
社員同士が互いにつながろうと思っても、フロア間の隔たりをはじめ、さまざまな制約が
ありました」。移転プロジェクトの方針として掲げられたのは、イノベーションの促進、生産
性の向上、多様な働き方への対応という3つのコンセプト。移転前の17年1月に正式
にプロジェクトが動き始めました。
「10年ぶりの引っ越しで、なおかつ
3,000人規模の大移動ということで、
まず専門のコンサルタント会社に
プロジェクトマネージャーを外注
し、各事案についてはその都度、
パートナー企業様にお声がけしな
がら進めていきました」。
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1922年設立。日本を代表する総合化学メーカーとして、「マテリアル」「住宅」
「ヘルスケア」の3領域で多岐にわたる事業を展開しています。

https://www.asahi-kasei.co.jp
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3種類、計16台のプロジェクターを最適配置しました。

導入の背景や決め手、導入効果などについて

総務部長の寺田氏と

同じく総務部の企画総務室長志田原氏、

須本氏の3名にお伺いしました。

総務部長 寺田 秋夫氏
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各ロケーションに最適な高性能プロジェクターを
　　　　　迅速かつ緻密にご提案いただけたから

選定理由

今回の移転プロジェクトの目標であった「つながりが生まれやすいオフィス」を
象徴するのが、ホール型、ライブラリ型、カフェ型、サロン型という4つのタイプの
コネクトエリアです。各フロアに設けられたコネクトエリアは、社員が自由に使う
ことができ、複数の拠点と同時につながったり、資料をスムーズに共有できたりと、
場所に制約されない働き方ができるスペースであり、その核となっているのが

コミュニケーションの活性化とともに
　　　　　トータルコスト削減にも直結

理想の環境づくりをともにするパートナーとして
　　　　　キヤノンMJには引き続き期待したい

導入効果

今後の展望

今回導入したプロジェクターだと
いいます。志田原氏が続けます。
「情報や知の連鎖を生み出すため
の場になることを目指して設計さ
れたのがコネクトエリアですが、
プロジェクターを設置したことで、
新商品の発表会や部署内での
ちょっとしたミーティングに使用する
など、コミュニケーションの活性化
につながっています。これが実
現できたのも、高輝度のレーザーモデルだからこそ。オープンスペースなので、
高輝度で明るい場所でも画面をはっきり投写できるプロジェクターが不可欠
だったのです。また先ほども申し上げたとおり、今回ペーパーレス化というのも

プロジェクトの重要なテーマであり、各
会議室にプロジェクターが配備されたこと
でスクリーンを見ながら会議や商品説明
をするスタイルが浸透し、印刷コストの
削減につながりました。長寿命なので
ランプの交換頻度も減り、手間も含めた
トータルコスト削減といった部分でも導入
効果は大きいと思っています」。

最後に今後の移転プロジェクトの展開やキヤノンマーケティングジャパンに期待
したいことについて伺いました。「最近の動きとしては、新たに名刺管理システムを
導入しました。名刺をデータで保存することによるセキュリティ向上や、ペーパー
レスなどが目的ですが、最大の狙いは情報の共有です。同じお客さまでも、
売り買いの関係があったり、知らない間にお付き合いがある場合がありますので、
情報を共有することでシナジー効果を狙います。ただ、この時代、情報共有と
いえども全ての情報をオープンにするのも問題があるということで、電話番号
など細かいところはマスキングするといったルールを一緒に構築していただき
ました」と須本氏。続けて寺田氏が「キヤノンマーケティングジャパンとは以前から
複合機の導入などいろいろとお付き合いがありました。移転に際しては、弊社の
課題を的確に捉え、複合機の入れ替えのみならず、ペーパーレスやConnectを
実現するための数多くのアイデアを積極的に提案してくれました。さらなるイノ
ベーションや生産性向上につながる製品・サービスがあればぜひまたご提案
いただけたら嬉しいです」と締めくくってくれました。日本を代表するトップ
メーカーの挑戦に、今後も注目です。

販売店:曽我オフィスソリューション株式会社

旭化成株式会社様 導入モデル

企画総務室長の志田原氏が語ります。「具体的な施策ですが、まずペーパーレス
化の推進について、キヤノンマーケティングジャパンから社内の削減ルールとして
文書分類基準表を作成し、それに基づいて書類を管理していきましょうという
アイデアのご提案があり、現在、その方針に則って文書管理を進めています。
次に、複合機についてですが、適正配置を目指して台数の見直しを図るとともに、
新たな情報発信の仕方として複合機コーナーにデジタルサイネージを設置。
お掃除の日程や複合機のメンテナンスの案内といったライトな情報をアクティブに
発信していくスタイルが社内に浸透してきました。そして“積極的に議論を交せる
環境づくり”ということで、プロジェクターに関してもキヤノンマーケティングジャパンの

製品を選定させていただきました。以前
使用していた製品はランプの寿命が
短く、交換の手間やコストがかさんで
しまうのが難点でした。そんな中、こちら
の要望を受けてご提案いただいたの
が、約20,000時間の長寿命を実現し、
なおかつ高輝度なレーザーモデルの
プロジェクターです。社員が思い立っ
た時に気軽に議論し合えるオフィスに
したいというこちらのオーダーに対し、
社長や役員も利用する会議室から
小規模な打ち合わせスペースまで
多種多様なロケーションに合わせて、
明るさの違う3種類、計16台のプロ
ジェクターを音響機材や運用方法など
とともに迅速かつ緻密にご提案いた
だけたことがポイントになりました」。

リアルな再現性、細部にわたり明るく
高精細な映像投写を実現します。
キヤノンは多彩なモデルを用意し、
プロジェクターの最適配置をご提案します。

LX-MU800Z

レーザー光源を搭載し、
約20,000時間の長寿命を実現
利用頻度の高い大空間に適した
8,000lmの高輝度・レンズ交換モデル
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総務部 企画総務室室長  志田原 周作氏
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会議室コネクトエリア大会議室

大会議室

コネクトエリア

レーザー光源を搭載し、
約20,000時間の長寿命を実現
耐久性と高輝度6,800lmを
兼ね備えたレンズ交換モデル

レーザー光源を搭載し、
約20,000時間の長寿命を実現
レンズ一体型、フィルターレス設計の
コストパフォーマンスモデル


